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【調査の背景と目的】 

当協会ではマテリアルフロー図を 1996年より 20年間継続して公表している。マテリアルフロー図における排出段

階の推計では、1976年以降の各年の 13の需要分野別の「国内樹脂投入量」に、「需要分野別製品排出モデル」を適

用して、13の需要分野別に各年の「使用済製品排出量」を計算して積算している。 

しかし、現・需要分野別製品排出モデルを作成してから 20 年以上が経過し、最近の実態と合っていない可能性が

ある。 

フロー図の精度向上を図るために、最新の情報を基に新・需要分野別製品排出モデルを作成する。また一般系廃

棄物／産業系廃棄物比率についても新たに策定する。 

【調査の概要】 

①樹脂製品の排出実態や寿命データに関して、業界団体や企業、学識者を訪問し、ヒヤリング調査を行った。ま

た、公表されている報告書や文献等より情報を収集・整理した。 

②樹脂製品別に樹脂の使用量を推定した。また、①で調査した寿命データも併せて整理した。 

③新・需要分野別製品モデルを作成するための準備作業として、需要分野毎に樹脂製品の寿命分類を行った。 

④①～③で得られた情報を基に、新・需要分野別製品モデルを作成した。 

⑤新・需要分野別製品モデルの適用方法等について、検討した。 

⑥新・一般系廃棄物／産業系廃棄物比率を定め、適用方法等について検討した。 
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【調査結果】 

1) 新・需要分野別製品排出モデルの作成 

需要分野別の製品別樹脂使用量と寿命データを基に、寿命分布はワイブル分布で近似して、３種類の新排出モ

デルを作成した。 

2) 新・需要分野別製品排出モデルの選定 

３種類の新排出モデルについて詳細な解析を行い、結果を総合的に判断して、多様な樹脂製品を表現できる寿

命区分別製品排出モデルを新排出モデルとして採用した。 

3) 一般系廃棄物／産業系廃棄物比率の見直し 

新・一般系廃棄物／産業系廃棄物比率を推計し、定めた。 
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